
令和８年度 北九州市立ひびきの小学校 学校経営方針 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 確かな学力の向上を図る 
 
 
 
 
 
 
 
〇「わかる授業」づくりのポイントの徹底 
〇学習規律（ひびきの小スタンダード）の徹
底 
○外国語教育リーディングスクールの取組 
 ・外国語教育における GIGA 端末の効果
的な活用等 

〇学力調査・アンケート等を基にしたＰＤ
ＣＡの確立 

 

 

６ＳＤＧｓの視点を踏まえた教育の推進 

（持続可能な社会を構築する態度を育む教育） 
目標４「質の高い教育をみんなに」 
体験活動の充実と事前事後指導 
外国語教育リーディングスクールの取組 

（環境教育、国際理解教育、ICT推進等） 

＜目指す学校像＞ 
○ 児童にとって、学校生活が楽しく、居場所（活
躍の場）があり、安心・安全な学校 

○ 児童にとって、知・徳・体をバランスよく身
に付けることができる学校 

○ 保護者・地域にとって、信頼できる、開かれ
た学校 

○ 教職員にとって、学び続けることができ、チ
ーム学校の一員として活躍できる学校 

４ 一人一人の教育的ニーズに 

応える特別支援教育の推進 
〇子どもの特性等について共通理
解とニーズに応じた適切な指導・
支援を行う。 

〇交流学級を中心とした通常学級
との交流（特別支援教育の理解） 

〇ケース会議の充実 

思いやりの心をもち、自ら学び考え、心身ともに健康な子どもの育成 

１ 居心地のよい学校づくり 
〇一人ひとりの子どもの違いを尊重する 
 ・子どもの思いに耳を傾ける 
〇子どもが安心できる居場所にする 
・いじめを生まない人間関係づくり 
・自分の思いを話せる環境づくり 

 ・SSW、SC との連携 
 ・地域の人材との連携 
〇道徳教育の推進 
・自己の生き方についての考えを深める 
・自立心や自律性、生命を尊重する心や他者
を思いやる心の育成と考え議論する道徳
科の実践 

〇子どもと向き合う時間の確保（業務改善） 
・専科指導、SSS等の人材の活用 
・定時退校日と時間外勤務の削減 
・会議の削減と時間の確保 

本年度の目標と目標達成のための取組 

７ 危機管理 
〇教職員の危機管理意識の向上 情報の確実な共有の上での組織対応 
・生徒指導部会・終礼等を利用した児童の共通理解 
・「報・連・相・確」時系列で記録/保護者には一つ上の手厚い対応 
・事実の確認（当事者、周りの児童）、当日中に関係保護者等に連絡 
・個人情報の管理、飲酒運転・体罰、不適切な言動等不祥事の防止 

３ 健やかな体を育む 
 
 
 

 
 
 
 
〇児童が個々の課題に応じ、楽しく
興味をもって運動できるよう
GIGA 端末を効果的に活用する
等、指導方法の工夫改善に努める。 

８ 指導力の向上 
・ＯＪＴシステムの確立 
（ひびきのＣａｆｅによる若年教員研修） 
・授業公開、授業づくり等の研修の充実 

＜目指す教職員像＞ 
○ 一人一人の児童を温かく見つめ、明るくやさし
く接し、信頼される教職員 

・笑顔で児童に接し、元気にあいさつする教職員 
・毎日全員に声かけをし、児童をほめる教職員 
・常に危機意識をもち、児童を守る教職員 

○ 教育への情熱をもち、自ら研究・修養に努め、
資質と力量を高める教職員 

・児童に自ら考える授業を展開する教師 
・わかる授業づくりの５つのポイントを大切にし、計画的に指導す
る教師 

・積極的に学校全体の研究（主題研究）に関わる教師 

○ チーム学校の一員として、個を生かして活動す
る、心身共に健康な教職員 

・学級・学年・学校の連携を大切にする教職員 
・個性を生かし、新しい提案をすることができる教職員 

＜職場環境＞ 
〇 情報が共有され、困ったことがあれば、抱え
込まずに気軽に相談し合える職場環境 

【個別最適な学びと協働的な学びの実現】 
〇GIGA 端末等の ICT を活用した協働的な学びを設定し、多様な他者ととも
に問題発見・課題解決に挑む資質・能力を育成する。 

○AI ドリルアプリを活用し、児童の理解度に応じた指導の個別化を図るとと
もに、学習内容の確実な定着を図る。 

○読書活動の推進・充実を図る。 

「目指す児童像」 
〇 やさしく 思いやりの心をもった児童 
・思いやりがあり、友達と仲良く認め合える児童 
・笑顔であいさつができる児童 
・折り合いをつけることのできる児童 
 

〇 かしこく 自ら学び考える児童 
 ・自分の思いや考えをもち、ともに学び合う児童 
・自ら考え、調べ、答えを導き出そうとする児童 
・課題を見つけ、失敗を恐れず挑戦しようとする児童 
 

〇 たくましく 心身とも健康な児童 
・元気よく遊び、喜んで運動に挑戦する児童 
・健康と安全を考えて行動する児童 
・強い心で頑張り抜く児童 

 

 

５確かな人権感覚を育む人権教育 
○「新版いのち」、「明日への伝言

板」等による人権教育の推進 

〇教職員の確かな人権感覚 

１０ 教職員のウェルビーイング
向上 

・気軽に相談できる環境づくり 
・教職員の安心・安全が子どもた
ちの安心・安全につながる。 
・休憩室の利活用 ９ 健康・安全を意識した学校教育体制の確立 

・衛生環境の整備や、教室環境に応じた指導体制づくり 

 


